
韓国ソウル郊外の新興住宅地に暮らす、一人ひとりが違う痛みや悩みを
抱えた４人の少女の物語。家庭環境、成績、性格の違う４人は、中学の
映画部で出会い、ともに活動する中でいがみ合ったり仲直りしながら友情を
築いていきます。そして、一緒に訪れた済州島旅行で衝動的に交わした約束
がさまざまな事件を引き起こすのですが・・・。
競争や学歴重視の生きづらい社会の中で、家族との葛藤や複雑な友達

関係を抱えながら成長する彼女たちの姿は、まるで自分自身のことであるように感じられ、共感できま
す。今、思春期の真っただ中にいる方も、若き頃の自分自身に重ね合わせて懐かしむ方にも、きっと心
に響く物語です。なぜタイトルが「ミカンの味」なのかも考えながら読んでみてください。

外を歩いていると、マツボックリを見かけませんか？
ひとくちに「マツボックリ」と言っても実は種類も形も色々。
熟すとバラバラになってしまうもの、動物に食べられるものが
あるなんて、皆さん知っていましたか？
この本ではいろんなマツボックリを紹介してくれています。

また『草花あそび 秋・冬の本』ではマツボックリを使った
工作や遊び方も教えてくれます。こちらも併せてどうぞ。
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